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次月活動予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

       

    

                                          

 

                            

 

 

 

 

     

 

 

    

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

2017年にあたり 

特定非営利活動法人 栃木 DARC 

代表理事 栗坪千明 

 

あけましておめでとうございます。皆様には昨年中は大変お世話になりました。また本年もよろし

くお願いいたします。2017年も良い年になるよう努力してまいります。 

昨年は色々な面でこの依存症回復支援業界において大きな転換期になったと思います。今年は引き

続き継続していく年だと思います。 

薬物依存では「刑の一部執行猶予制度」の施行が６月から始まりました。これは実刑を短くし、社

会内処遇に切り替えるというものです。それに伴いあらゆる自治体で社会資源の掘り起こしと充実を

図っています。しかしなかなか自治体によっても差があり、行政内の調整も急務なため、なかなか思

うように進んでいないようです。ダルクは引受先として大きな役割を担うことになると思います。今

年から刑を受けた人が出所し始めるので、相応の準備を進めていきます。 

次に依存症問題としては年末に可決された IR法案も今後の支援のあり方として大きな影響があると

思います。ここまで「ギャンブル依存」という言葉がマスコミに登場したのは初めてじゃないでしょ

うか。 

また、年末に芸能人の薬物問題があった際にもテレビ番組の中では、ダルクを取材したことがある

というコメンテーターが「もっと回復に目を向けるべき」的なことを発言しています。随分と一般的

な理解も進んだ年ではなかったでしょうか。 

今年はそれを引き継ぎ、社会内での支援はどうあるべきかなどの議論に発展していけば良いなと思

います。 

 

 

栃木ダルク 
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とりおとめ LINE 

スタンプもよろしく〜 

2月 

1日 再乱用防止教育事業県北 

2日 岡本台病院プログラム 

3日 喜連川社会復帰促進センター薬物依存離脱指導 

8日 東京保護観察所プログラム 薬物依存症回復施設等職員研修 

9日 再乱用防止教育事業栃木県精神保健福祉センター 榛名女子学園薬物依存離脱指導 

   宇都宮保護観察所プログラム 

10日 喜連川社会復帰促進センター薬物依存離脱指導 

13日 ガイドポスト 弁護士研修会 

14日 J-MARPP 

15日 栃木ダルク・岡本台病院連絡会 

16日 再乱用防止教育事業県庁 

17日 喜連川社会復帰促進センター薬物依存離脱指導 更生保護施設プログラム 

18日 家族教室 再乱用防止教育事業県央 

20日 黒羽刑務所薬物依存離脱指導 

21日 再乱用防止教育事業県南 

23日 再乱用防止教育事業栃木県精神保健福祉センター 

24日 喜連川社会復帰促進センター薬物依存離脱指導 

25日 薬物依存相談担当者専門研修会 

26日 家族会 

27日 東京保護観察所プログラム 

28日 J-MARPP 

3月 

1日 再乱用防止教育事業県北 

2日 岡本台病院プログラム 地域支援連絡会議 榛名女子学園薬物依存離脱指導 

3日 喜連川社会復帰促進センター薬物依存離脱指導 更生保護せ施設プログラム 

4日 黒羽刑務所薬物依存離脱指導 

8日 宇都宮保護観察所プログラム 

9日 再乱用防止教育事業栃木県精神保健福祉センター 県北家族の集い 

10日 喜連川社会復帰促進センター薬物依存離脱指導 

11日 家族教室 再乱用防止教育事業県央 

13日 黒羽刑務所薬物依存離脱指導  

14日 J-MARPP 

15日 岡本台病院プログラム 

16日 再乱用防止教育事業県庁 

17日 喜連川社会復帰促進センター薬物依存離脱指導 

http://www.t-darc.com/
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新年を迎えて 

栃原晋太郎 

 新年あけましておめでとうございます。 

  

 昨年は 6月から那須にある 1st stage center の施設長をやらせていただくようになって、週に

1 度は那須の施設に泊まり、その他の日も宇都宮と那須を往復する日々でした。他でも刑務所や

観察所などで行うプログラムは楽しいし、家族教室や講演も大好きなもので、振り返れば忙し目

ですがそこそこ楽しんで終える事が出来た１年だったように思います。 

随分久しぶりに回復初期施設を担当してみて感じたことは、最近までクスリを使ってきてるメン

バーはエネルギッシュだということと、自分の人生に価値を感じなくなっていること、そしてと

にかく純粋だということです。 

振り返ってみれば自分もそうでしたが、とにかくすぐキレる。そんなに怒る必要ある？っていう

部分と、何だか優しいんだね〜って共感しちゃう部分があって。でも手を出したらいかんねって

話し合いを半年間で何度かしました。 

 ダルクにたどり着くまで、自分の人生をなんとかかんとか生きる為にクスリが必要だったメン

バーが、必要なんだけど必要だなんて言えないし思ってもいけないって信じながらその枠の中で

生きてきていて、それでも使っちゃう自分を見つめながら何度も何度も自身を否定するようにな

ってきていて、クスリを止めて回復を始めよう！っていうのの前に幸せになろうが死のうがどっ

ちでもいいんだもんっていう感覚に７割方埋もれちゃってるメンバーは、多少の安心や安全では

びくともしないんですね。仲間がいるね。正直に話しても大丈夫そう。これを何度も何度も重ね

るしかないんだと痛感させられる出来事も何度かありました。 

あとは家族愛というのか共依存というのか。家族か仲間か、どっちかが大好きなメンバーの多い

事多い事。好きか嫌いかのどっちかでもあるのかな？だいたい最初のうちは大好きの表現方法も

おかしな事になってますけどね。その純粋さは将来大きな力になるんですけど、まだ持て余して

いるという感覚でしょうか。 

 どれもが当時の自分や周りにいた仲間のことを振り返れば見えてくる事なんです。だけど忘れ

てしまっている。僕は 12 年クスリを使わない時間を過ごしている中で、意識してる訳ではない

んだけどクスリを使わない自分が当たり前になってきています。強い欲求なんてないし、仕事が

あることも幸せなのも当たり前で、人を信じ信じられることも当たり前。僕は普通の人。 

多分ですけど、ここ数年の仲間との関わり方って全部忘れながらでした。自分との向き合い方も

雑でしたね。せっかくなんでアディクトである自分の生き方を見直してみます。 

そして改めて仲間たちに僕の経験を伝えて

いきたいと思います。 

僕は使わないで生きれてるよって。幸せだよ。

仲間が沢山いるよ。みんなおんなじよって。 

僕の居場所を与えてくれる皆さんに感謝し

ています。 

今年も宜しくお願いします。 

 

 

 

 

  

   

年末に行われた４施設合同の餅つきの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  毎年行われる餅つきは、星農園さん  

  宇都宮家族会の皆さんや更生保護 

  女性会の皆さんのご協力で毎年催 

  できています。 

    「感謝」です。 

 

                             

                                      

      

                      

                          これからも 

                        「栃木ダルク」を 

 

                          よろしくお願いします。 
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Let,s回復！！ 

依存症のダイ 

 皆さんはじめまして、今回初めてのニュースレターを書きたくない気持ちでいっぱいの依

存症のダイです。元々自分の事を話すのも、ましてや文章になんてした事もなかったので、

夜中逃げ出そうかと本気で考えるほど気が引けるんですが、期限が明日でそろそろ本気で怒

られそうなので書き始めたいと思います。 

自分は昭和６１年５月１７日に旧塩原町、現在の那須塩原市に生まれました。見渡す限り

の森、３時間に１本しか来ないバス、最寄りのコンビニへは約五キロ、明神坂と名前のつい

た恐ろしく急な坂を登りきってやっとたどり着きます。幼少の頃から自然に囲まれ、飼って

いた犬と共に山を駆け、あえて台風の次の日の川を泳ぎ、夕飯には銛でついた魚を母に焼い

てもらうような環境で育ったせいか、那須の脱出不可能、森のアルカトラズと異名をとるこ

こ那須１st stage centerでの生活は故郷に帰ってきたような心境で、薬物問題や、今まで見

ようとしなかった自分の内面的な問題と向き合うには、自分にとってこれ以上ない環境です。

自分は今年の６月に覚醒剤取締法違反でお縄を頂戴し、７月の下旬に保釈のお許しがでてそ

の足で今の施設に繋がりました。最初の印象は「!?」です。もはや文字ですらないんですが、

施設に到着して２時間後、初めてのNAで手を繋いで「神様」とくればそうなりますよね（笑） 

そんな不安だらけで始まった施設生活も早いもので入寮から今月の下旬で５ヶ月を迎えよ

うとしています。実は保釈の１ヶ月後の判決の日に施設を出るつもりでいたんですが、施設

側と母との絶妙なコンビネーションでまさかの「母引っ越す」という奇跡の展開に、儚い夢

も打ち砕かれ、絶望の淵をさまよった事があります。当時は恨みこそしたものの、今ではあ

の時自分に必要だったのは、施設でのプログラムであり、外に出ることはこの先の人生を諦

めるようなものだったと心から思えるので、施設側と母との連携プレーはファインプレー、

ありがとうございますと言わずにはいられません。 

施設でのプログラムに真剣に取り組もうと心に決めてからの数ヵ月は、それまでのなんと

なく過ごしてきた１ヶ月とはまさに月とスッポン、集団生活の中では改善するべき事が盛り

沢山で、依存症やそれに至るまでの経緯や性格的な問題に頭を抱える毎日でした。 

そんな生活を数ヵ月過ごしてみて一つはっきりしたものは、今社会に出ても遅かれ早かれ間

違いなく薬を使うだろうということです。後はお決まりパターンの刑務所を行ったり来たり

で、今施設にいなかったらきっと留置所にいるような気がします。やっぱりありがとうござ

いますと言わずにはいられません。 

最近の自分はというと自分と向き合いすぎてアサーティブさに磨きがかかり、ミスターア

サーティブの名を欲しいままにしています。仲間との日々の生活は、今までの人間関係や物

事に対してかなり偏った価値観で生きてきたんだと気付かせてくれました。ミーティングで

仲間の話を聞いていると、手放すべきだとわかっていても、どうしてもとらわれてしまう過

去の自分と同じような経験の話を聞く事が度々あります。その人によって違う考え方、手放

し方を聞いていると、とても参考になるし、なにより自分では諦めていたので、過去を手放

し、自分を許せるようになってきた事は、その他の内面的な問題を変えていくことへの大き

な足がかりとなっています。 

施設に繋がるまでの数年間、薬を使いながら多くの人にかなりの迷惑をかけてきました。

（薬に支配されていたから…）あまりそうは思いません。確かにそれも少しあるんでしょう

けど、覚せい剤を使ったことで、本来持っていた自分勝手な素の部分が出ただけ、けどそれ

も自分だと受け入れて、一日でも早く傷つけてしまった人たちへ埋め合わせができるように、

プログラムに取り組みたいと思います。キープ カミング バック イット ワークス！ 

希望の光 

                              依存症のター 

 12月のクリスマスですね。四年前のクリスマスに薬物を使いおかしくなり、精神病院に措

置入院しました。昔からクリスマスには良い思いではないですね。それから、ダルクにつな

がり、1 月で 4 年になります。クリーンタイムも 4 年になります。長かったような短かった

ようないろんな出来事がありました。ダルクにつながり今まで自分がどれだけ我がままで自

分勝手な人間かがわかりました。那須の初期施設でまず自分がはじめた事は仲間との関係を

良くすることでした。次にサポートの役割を与えてもらい、仲間の手助けができて自分には

とても良い経験でした。1 年 3 ヶ月の日々を那須トリートメントセンター（現、１ｓｃ）で

すごしました。 

 その後、那珂川コミュニティーファームに移動になりました。那珂川では、プログラムと

しておもに、農作業をしていました。今ままで、農作業などしたことのない私にとっては初

めての経験に戸惑いました。何をどうすれば野菜は育つのか？水やりはいつするのか？肥料

はどれくらいあげればいいのか？などなど、数え切れないほどの疑問と不安がありました。

近隣の農家や、先行く仲間にいろいろと教えてもらい、そうこうするうちに野作業も悪くな

いかも？と考えている自分がいました。その頃には、スタッフとして事務所の手伝いをさせ

てもらえる様になりました。私は、月 1回のお楽しみプログラム「プレジャー」を担当させ

てもらいました。プレジャーの日程調整や予約、メンバーのふりわけなど、これまた、初め

ての経験をさせてもらいました。大変でしたが、楽しかった記憶がよみがえります。この間、

1年 3ヶ月の日々がすぎましたので、入寮から数えると約 3年が経過した頃です。 

 その後、宇都宮ＯＰ（現、３ｓｃ）に役割を降りてメンバーとして移動になりました。 

移動後の 3ヶ月間はみっちりとプログラムを受けました。 

宇都宮は社会復帰施設なのである時期がくれば、皆、今後の自分の進路を選択しなければな

りませんが、私には初めから迷いはなく「作業所」に通うことを決めていましたので、割と

スムーズに社会復帰の入り口にたどり着けましたが作業所に通い始める 3ヶ月前の夏に、一

度、体調を崩しました。月曜日のＮＡに行く前に急に幻聴、幻覚に襲われ、定期受診をして

いる病院に仲間の運転する車で運ばれました。今思えばいろいろな疲れが蓄積していたのだ

ろう？と思います。1 週間は体調がすぐれなかったです。今も時々、体調を崩すことがあり

ますが、それほど大事にはいたっておりません。今は、一般社会の人たちと、仕事をしてい

ますが、人間関係はうまくやれているのか？人間関係はどうやったらうまくいくのか 

少し不安です。なぜなら自分の苦手分野だからです。今迄、一人で薬物を使って、そう言う

煩わしさから逃げていました。これからは、人の気持ちがわかる人間になれたらいいなと思

っています。少し、薬物による後遺症はあるものの、仕方がない事なので、上手く付き合っ

ていこうと思います。今は結構楽しく毎日を過ごしています。この 4 年でいろいろと学び、

少しは人として成長したかな？と思います。去年の 10 月から作業所で仕事をしています。

仕事は嫌いじゃないのですが中学を卒業して薬物を使い始めた為、まともに仕事をやり始め

たのは 27 歳になってからでした。今は、薬物の欲求とかはないですが、いずれダルクを卒

業して一人暮らしを始めると、また、欲求が入るかも知れません。昔から一人になると、薬

物をつかっていたので、もう、その繰り返しはしないように、これからは、ＮＡとかの自助

グループを利用していきたいと思います。将来的には一般就労が出来ればいいなと思ってい

ます。皆様のおかげで、春頃にはダルクを卒業？出来るかな？と思っています。 

もちろん、何事もなく順調にいけばの話ですが、こればっかりは正直、わかりません。 

ここ迄くれば、あとはすべて偉大な力におまかせです！あれほどひどかった私の薬物使用が

不思議と止まっています。少し、希望の光が見えてきました。 
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12月の献金・献品 

 （献金）黒磯更生保護女性会様、那須トレピスト修道院様、愛徳カルメル修道会様、 匿名者３名様 

 (献品) 群馬県鳥之郷更生保護女性会様、（株）二大地苑様、田中秀泰様、烏山更生保護女性会様、観音

寺住職佐竹信哉様、他匿名者 14名様  

    とても助かっており、 栃木ダルク一同感謝しています。 

献品のお願い 

・ 2nd Stage Center 開設の為、事務用品(中古パソコン等)、家具、家電（TV、洗濯機、冷蔵庫、電子レ

ンジ、掃除機、ファンヒーター、扇風機）,台所用品、タオル、茶碗や陶器類等あればよろしくお願いします。 

・ 修了者の為の原付バイクがあれば頂きたいです。中古、多少壊れていても結構です。 

・ 1
st
 StageCenterからスノーボード、スキー用品をお願いします。冷凍庫が壊れてしまったため中古の冷凍

庫があれば献品お願いします。 

・ ソフトボール用品 グローブ、バットなどあればお願いします。 

 

1st   

・新しい仲間 ヘポ 

2nd  

・該当者なし 

3rd 

・カイト 就職が決まりました。 

CF  

・新しい仲間 シマチャン 

PP 

・該当者なし 

 

 

 

 

 

  

    

 

 

・ 新年あけましておめでとうございます。今年も栃木ダルクをよろしくお願い致します。 

新年早々お願い事ばかりで申し訳ないですが、赤い羽根共同募金にも参加させてもらっています。

回復プログラムのテキスト、研修会や勉強会の開催に役立てたいと思っていますので皆様のご協

力よろしくお願いします。尚、お問い合わせは栃木DARC アウトリーチ部までよろしくお願いします。 

今年も変わらず回復支援を続けて行きますので、関係機関様、関係者様の引き続きのご支援よろ

しくお願い致します。 

編集 秋葉 

 

                 

 

 

今の生活 

ニシ 

 皆様、こんにちは依存症のニシです。こちらにお世話になってから、もう少しで１１ヶ月に

なります。早いものですね、こんなにも月日が経つとは、思っても見ませんでした。最初の頃

は、出て行く事しか考えていませんでした。それ以外の事を考える事ができなかったのです。

どうして私がここに居ないといけないのか、どうして私なのか、そんな事ばかりしか考える事

が出来ませんでした。私が今まで生活してきた場所と、あまりにもかけ離れていたのです。目

にするもの、ひとつひとつの物、先行く仲間達、自分とは全然違う様に感じられました。私は、

アルコール依存症です。薬は、1 度もやった事がないし、見た事もありません。アルコールも

同じだとはわかっていましたが、どこか、自分の心の中では、やっぱり違うんだと、言い訳ば

かりしていました。そんな生活の中で、プログラムを毎日こなし、朝は毎日同じ時間に起きて、

朝ご飯をみんなと食べて、同じ様に掃除をして、また、同じ様にお昼になり、夜になる。自分

１人の居場所は、二段ベットの中だけ。不安を抱えながら毎日を過ごしました。１ヶ月、２ヶ

月、３ヶ月過ぎて行く中で、少しずつ自分の考え方が、変わって来ました。自分のまなざしの

位置が、ゆるんできたのです。自分も同じだと思える様になってきました。それよりも私の依

存の方が、酷い物だと思える様になってきたのです。それからは施設の中が、自分の家だと思

える様になりなした。仲間達の事が、家族なのだと思える様になりました。それからは毎日の

生活が苦ではなくなりました。私は自分の依存を、病気を治す為に、この施設に居るんだと、

回復を目指して、ここに来たのだと、そう思える様になったら、生活をしていく事が、楽にな

りました。プログラムも真剣に取り組む準備が出来て来ました。言葉に出して言う事は難しい

ですけど、自分の中の何かが変わってきた変化に、自分でもビックリしています。そんな中、

今プログラムの中で一番困っているのが、3SPなんです。苦手で、苦手で、困っています。自

分の飲酒していた頃の事を掘りさげて考える事が、難しくて、いつも頭をかかえています。過

去の事が思い出せないし、思い出そうと言う気持ちになれないのが一番の良い表現だと思いま

す。過去の事も、今の現実も大切にしなければ自分自身の中で成長は出来ないと思っています。

今、ここで変わっていかなければ、新しい自分に出会う事もないと思います。その事が、今の

自分にとっての勉強すべき点なのです。私は変わっていきたいと思います。今ここで色々な事

を勉強して、新しい自分自身に生まれ変わって、新たな一歩を踏み出していきたいです。その

事によって、家族にも安心してほしいと思っています。本当に、今まで家族には、心配をかけ、

色々と数えきれないぐらいの迷惑をかけてきました。家族の為にも、自分の為にも、ここでま

っすぐと、前を向いていきたいと思っています。ダルクに来て、最初戸惑いも多かったけど、

１１ヶ月を迎える今、ほんの少しだけど成長したと思いま

す.これからは自分の事を信頼して、自分を信じ前だけを見

て進んでいきたいと思います。ダルクで過ごした時間を無

駄にしない為にも、つまらない事でぶれない様、頑張って

行きます。これから１年を迎える事になりますが、変わる

事の出来る自分を発見したいと思っています。ダルクの仲

間達と一緒に前を向いて、進んでいきたいと思います。最

後まで読んで下さってありがとうございます。これからも

自分自身の為に頑張って行きたいと思いますので応援宜し

くお願いします。ありがとうございました。 
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過去を見つめて 

 

                                 依存症のガキ  

こんにちは、依存症のガキです。初めてのニュースレターとなります。私は那珂川の DARC

に来たのはH28年 10月 7日です。約 2ヶ月半が過ぎました。今は DARCの毎日のプログ

ラムを無我夢中で仲間達と楽しく元気な毎日を送っています。まだ色々と施設のプログラ

ムが分からない事も多少ありますが？何の事でも仲間が優しく教えてくれます本当に有難

う御座います。私は栃木県内で、昭和 33 年 7 月 18 日に生まれました。中学の頃から部活

動の先輩にタバコを勧められ興味津々で吸ったら目が回りクラクラしました。でも何度か

吸っていたら止められない様になりました。それから 16歳の時にシンナーに手を出しまし

た。これも又興味津々友人と吸ってしまいました。でもシンナーだけは私の体に受け入れ

なかったので止めました、良かったと思います。私は 5.6年前に救急車で大学病院に運ばれ

ました原因は胸が苦しくなり、動脈硬化となりカテーテル手術でステントが心臓に 1 本入

っています。退院後、もう 2 度とアルコールは飲まないと自分なりに決心しましたが半年

後にはアルコールを飲むようになり、依存症が始まりました。私は 25歳の時にひとつ下の

妻と居酒屋で知り合いました。そして 2 人の男の子と 4 人で生活していましたが、金銭面

とアルコールが原因で離婚しました。お金がかかる大変な毎日でした。それに 2 人の子ど

も達が幼稚園に行っていた頃、バブルが弾けて仕事の手取り金が 43 万円から 28 万円に成

った事が、一番の離婚原因でした大体日本の人口に対して 7 割~8割の夫婦は金銭面で別れ

るのが多いと知人が言っていました。酒を飲むのもお金がかかるし、大変な毎日でした。

私は与えられた作業は、自分なりの出来る範囲で熟しています。きちんとやらなければ成

りません自分自身の「成長」と「回復」の為になる事が、これからのプログラムを通して

自分の勉強に成り、自分が見えてくると思います。NAでは発言をしなくても良い「パス」

があるが DARC ミーティングでは「パス」は出来ないまぁ当然上手く話をする事は不可能

ですが自分を変える良い機会でも有り、だから NAでもパスはしないと DARCに来て何日

か経ってから決めてみました。今現在初めてのニュースレターを書いていますが、まだ上

手に話はできないが、とりあえず「パス」しないと言う自分との約束はなんとか守れてい

るかなと思います。私が初めて那珂川のコミュニティーファームに来てのプログラムはま

ず農作業からでした。自分に出来るのかな、今まで一度も経験が有りませんまず畑の雑草

取りから始めました。勿論カマは何度も使った事が有るので、雑草を 1 本 1 本丁寧に抜き

始めるのが、最初の作業でした。それと抜いた雑草は熊手などで集め一輪車などで運びま

す。まだ施設に入って 2 ヶ月半ですが先月で初めて茄子の収穫をしましたが残念ながら今

年の収穫は終わりです。少し悲しいです。又来年の茄子の育て方から学びたいと思います。

この茄子の収穫や草抜きは、大変だなと思います。農家の人は毎日何らかの作業してます

ね。気持ちが分かります。でも私も、こうして作業してますと次回やる農作業の事や、何

と言っても作業をしてると依存症のことを忘れ、クリーンな気持ちで毎日を送れます。本

当に那珂川の DARC に来て良かったです。でも、私も人間なので今まで飲んでいた日本酒 
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や焼酎にてを出すかもと思うことや考える事も有ります。せっかく、この約 3ヶ月飲まな

かったのだから、自分を誉めたいと思います。今は飲みたいと思いませんが目の前にアル

コールがあれば飲みたい気持ちになると思います。なぜこの施設に来たのか分からなくな

ります、自分に言い聞かせます何をしに来ているのだと、気合を入れて楽しい毎日を送っ

ています。最後に成りますがいよいよ 2016年も残り少ないです。今年の元旦に皆さんも目

標を立てたと思いますがクリアしましたか？又2017年の目標に向かって楽しく生活してい

きましょう。 

栃木ダルクからお知らせです。 

 

 

栃木ダルクのマスコットキャラ「とりおとめ」が

LINE のスタンプになりました。ぜひ LINE のア

プリを使用の方は購入宜しくお願いします。ちょ

っとマニアックなスタンプや日常でも使用でき

るものもありますので使ってみてくださいね。 

 

購入方法は LINEのスタンプショップから「とり

おとめ」と検索しクリエータズにてクリックして

いただければでてきます。 

50 コイン、金額にすると 120 円で購入できます

のでよろしくお願いします。 

 

 

施設報告 

1sc（導入）13名 2sc（回復）5名 3sc（後期・社会復帰）13名 CF（農業）

13名 ppピースフルプレイス（女性）10名計 54名で活動しております。各々

の施設でステージ事のプログラムを実施しております。 

 


